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東海第二原発の再稼働中止・廃炉を求める請願 

 

 原発への安全神話が崩壊した今，自然エネルギーを推進し

原発への依存度を段階的に下げなくてはならない。 

 東海第二原発については老朽化に加えて度重なる事故が

後を絶たず，今後事故が起きた場合関東全域に予測不能で甚

大な被害が発生する可能性があることから再稼働中止，廃炉

にすべきと考える。 

 同原発を巡っては，県内 19 の市民団体関係者が再稼働中

止・廃炉を求めて 10 万人を超える署名を県に提出した。ま

た，既に県内の４市町村議会が廃炉・脱原発の意見書を可決

し，３月定例会では県内約 20 の市町村議会で審査が行われ

る予定になっている。 

 経済産業省総合資源エネルギー調査会基本問題委員会に

て，原発 30キロ圏内の避難について知事は「本県では 94万

人が対象となり，一度に避難することは現実的に困難。今後，

国がどういう方針を出すのか注目している。」原発について

は「全て再稼働，全て廃炉のどちらも難しいと考える。経過

年数などを加味して国で基準を設けることが必要ではない

か」と述べた。 

 東日本大震災による津波では，東海第二原発もあと数十セ

ンチで発電機が水没する事態に陥った。東京との距離が福島

第一原発の半分，約 100 キロの東海第二原発で同様の事故が

起これば茨城，日本の再生は極めて困難であると容易に想像

できる。 

 子供達の未来を豊かにできるのか，できないのか，私達は

子供達の豊かさを決める分岐点にいる。安易に全てを国に任

せるのではなく，目先の経済的利益で判断することなく，子

供達の明るい未来の為に考え，意思を示さなくてはならな

い。 
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 県議会議員の皆様には，その責任がある。子や孫の世代に

豊かな茨城を繋ぐことが我々大人の役目なのである。よっ

て，下記事項を請願する。 

 

記 

 

 政府・日本原子力発電に対し，茨城県議会として東海第二

原発の再稼働を認めず廃炉を求める意見書を提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




